
公共交通の赤字は、マスコミが度々報じるほど「害
悪」なのか。

その疑問から発して、そのマスコミの論調が目指す
先の社会を想定し矛盾点を見出すこと、およびその
回避を目指す議論の弱点を探り、本当の意味で持続
性を持つ社会を構築するのに適した公共交通論の基
礎となりうる論述を目指した。

曰く、公共交通の赤字は現代社会に於いては生じる
ものであり、なおかつその赤字こそが公共交通の質
を担保する一種のメディアとして作用させることが
できる、という論述展開を図った。

赤字をみんなで、いかにカバーするかという点に大
衆の議論の方向性を持って行き、旧来型の「公共交通
は採算性がなければ廃止すべきだ」「公共交通はみん
なのためのものなのだから赤字があっても存続すべ
きだ」の 2極化する議論を越えて、地域が公共交通を
いかに守るか、地域住民自身が公共交通のあり方に
いかに関与出来るか、を考えることができる文章と
してまとめた。

結論に於いては、「赤字があるからこそ公共交通であ
り、その赤字をしっかりと吟味出来る仕組みが必要」
だと述べている。
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